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Ⅰ．はじめに
世界トップレベルの長寿国であるわが国では，長い
高齢期をいかに充実して過ごすかが重要な課題となっ
ている。充実した生活をおくるために必要だと考える
事柄は人それぞれではあるが，一般的に健康であるこ
とや孤立せず人との交流があること，経済的な余裕が
あること等があげられる。その中でも交流に関しては，
定年退職後の男性が地域の中にその居場所が見出せ
ず，孤立してしまう状況が指摘されており，その理由
として，男性は職場以外での人間関係が構築されてい
ないことがあげられている 1)。このような状況を打開
するために，地域の居場所づくりとして高齢の男性が
地域活動に参加・継続する要因について，料理 2)や米
づくり 3)等の様々な活動事例を基に検討されてきた。
そして「対人関係の度合いに柔軟で，気楽に参加でき
るプログラムが必要である 2)4)」ことや，参加に関して
は「自己の生活の充実を目標とした活動への参加や，
妻などの仲介者に依存する側面が大きい 5)」こと，活
動を継続する体制には「リーダーの発想力や行動力，
自分達の活動であることの自覚 6)」があることが見出
されている。しかしながら「目的が明確な活動に参加
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する傾向がある 7)」と述べられている一方で，「達成す
るべき目的がなく，自己裁量にまかされている自由
さ 3)」が効果的であるという相反する知見もみられる。
このように見出された要因には曖昧な点もあり，その
検証を成功事例の中で行うことが必要であると考え
る。
一方，高齢者の意識に目を向けると，高齢者の多く
が「自分や配偶者の健康や病気のこと」や「自分や配
偶者が寝たきりや身体が不自由になり介護が必要な状
態になること」への不安を持っており，体力の衰えを
気にかけ，健康への関心が高く，さらに自主的活動と
して「健康・スポーツ」に高い参加意向があることが
明らかになっている 8)。また，男性がどのような物事
に関心があるのかを見てみても，男性は女性に比べて
「趣味やスポーツに熱中している時」に生きがいを感じ
るという調査結果がある 9)。そして，男性退職者が地
域生活者になるための仕組みとして，スポーツや健康
づくりの団体への参加が有効であることが見出されて
いる 10)。「高齢社会白書平成 25年度版」においても，
高齢者が行ってみたいと思っている生涯学習の内容と
して，「健康・スポーツ」がもっとも多くあげられてい
る。しかし，同時に参加意向は高いものの実際の参加
割合は低く，地域における活動にスムーズに参加でき
るように環境を整備することの必要性が指摘されてい
る 11)。
先行研究を俯瞰すると，前述した地域活動への参加・
継続要因や，スポーツ活動そのものを促進する要
因 12)13)についての研究蓄積はみられるが，地域活動と
最も興味関心が高い「健康・スポーツ」活動に着目し，
定年退職後の男性を地域での健康づくりを対象とする
活動に誘うための，具体的な要因は明らかにされてい
ない。そこで本研究では，実際に健康づくり活動に参
加・継続している者（定年退職後の男性が参加してい
る地域の男性エクササイズクラブの参加者）に着目し，
その参加・継続のプロセスを明らかにしたうえで，定
年退職後男性の健康づくりをテーマとした地域活動へ
の参加・継続を促進するための要因を明らかにする。
Ⅱ．研究方法
1．調査対象
男性が主体の地域の健康づくり活動に参加している
定年退職男性 9名にインタビューを行った。対象者は
奥沢・東玉川ダンディーエクササイズクラブの参加者
であり，その世話人に紹介を受け，研究者が調査の趣
旨を説明したうえで，調査に同意したものである。
調査対象者が参加する奥沢・東玉川ダンディーエク
ササイズクラブは，東京都世田谷区の南東に位置する
奥沢・東玉川地域で，地域住民が自主的に立ち上げた
体操クラブである。
本地域は，人口 21,406人，高齢化率 19.8％，戸建率
46.8％（区内 2位）で，地域活動が盛んであるという
特徴を持つ 14)。ダンディーエクササイズクラブの目的
は，奥沢・東玉川地区における男性の運動不足をなく
し，健康・体操の正しい知識の普及と正しい健康・体
操の実践をとおして，健康年齢を延ばし楽しく元気に
長生きできる地域づくりを行うこと 15)であり，そのた
めに運動を実施する場づくりがされたものである。も
ともと地域のなかに，男性が出かけていく場所が必要
であるという認識があったことや，定期的な体操習慣
をつけることが地域の介護予防につながることを進言
した専門職（理学療法士）がいたこと，さらに地域住
民の中から地域のために使ってほしいとの寄付があっ
たことなどの条件が重なり合い，男性を対象とした体
操クラブが 2014年に発足した。運営費用は地域住民の
寄付によって賄われているため参加費は無料であり，
運営スタッフも世話人といわれる地域住民がボラン
ティアで担っている。活動の内容は，ほぼ月 2回で 1
回 1時間半程度の体操が中心であり，ボランティアの
理学療法士や低額で派遣される「せたがや元気体操
リーダー」，世田谷区保健センターの運動指導員等の指
導により行われる。開催の周知は町内会の掲示板や回
覧板等によって行われ，都合の良いときに開催場所に
赴き参加するという自由度の高い参加方法で実施され
ている（表 1）。
表 1　クラブの概要
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平均参加者は 41名（調査時）で，参加者の殆どが定
年退職後の男性である。参加者数の推移（図 1）をみ
てみると，第 14回（2015年 6月）以降は参加者数が
40名を上回ったところで安定しており，軌道にのった
活動であると考えられる。
2．調査方法
データの収集は，2015年 8月から 2016年 3月まで
の間に，半構造化インタビューで行った（インタビュー 
時間平均 60±20.7分，範囲 31–99）。
調査対象者数は理論的飽和化に達したと判断できる
までの人数とし，9名であった。半構造化インタビュー
の主な項目は，「参加の経緯」「男性の活動の特徴」「参
加が継続している理由」とした。
また，インタビュー内容の理解を深めるために，11
回の参与観察と立ち上げに関与した地域の女性 2名
（分析対象には含めていない）へのインタビューを
行った。
3．分析方法
本研究は，定年退職男性が地域の健康づくり活動に
参加・継続するプロセスから，その促進要因を明らか
にするものである。そのため，分析方法は参加者各自
の経験の語りに密着した分析を行うことができる質的
な分析を選択した。質的分析の方法としては，その参
加・継続のプロセスを生成できる修正版グラウンデッ
ド・セオリー・アプローチ（以下M-GTA）を採用し
た 16)。M-GTAでは，分析テーマを明確に設定すること
が必要である。本研究においては「男性エクササイズ
クラブへの参加と継続のプロセス」を分析テーマとし
た。
さらに，M-GTAでは方法論的限定として，分析上
の視点を分析焦点者として設定するが，本研究におい
ては「定年退職後に地域の男性エクササイズクラブに
継続参加している者」とした。
ICレコーダーにより録音したインタビュー内容を
逐語録に起こした後，分析ワークシートを作成し概念
生成を行った。さらに，概念相互の関係を比較した上
で，概念の集まりであるカテゴリーを生成し，カテゴ
リー間の関係，全体としての統合性などを検討した。
各レベルで重要な部分が欠落していないことを確認
し，理論的飽和化に達したと判断した。この際，概念，
サブカテゴリー，カテゴリーの生成および関係，理論
的飽和化の判断について研究者同士で検討を行い解釈
等の統一化を図った。さらに質的研究の実績のある研
究者の助言を仰ぎ，関係図の整理を行った。
4．倫理上の配慮
調査にあたっては，以下の配慮を行い，調査対象者
の不利益を回避した。
（1）個人情報の保護
記録されたデータは研究者の責任において厳重に保
管・管理を行った。そして保存されたデータは調査対
象者の個人名が同定できないように，すべて記号に変
換した。
（2）対象者の同意を得る方法
調査対象者には，文書と口頭により研究の概要を説
明し，調査に対する理解と協力を得た。文書には，い
つでも断ることできることを明記し，研究者の連絡先
を示した。
なお，本研究は日本体育大学倫理委員会の承諾（承
諾番号：第 015-H111号）を得て行った。
Ⅲ．結　　果
1．調査対象者の概要
調査対象者 9名は，定年退職後の男性で，年齢は 60
歳代 3名，70歳代 5名，80歳代 1名であった（平均年
齢 72±6.7歳，範囲 61–84歳）。殆どが当該地域に 50年
図 1　参加者数の推移
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以上居住しており，最も短い人でも 10年以上は居住し
ていた。また 8名は，町内会の役員や地域活動の手伝
い等何らかの地域活動に関わっていた（内 4名は奥沢・
東玉川ダンディーエクササイズクラブの世話役も担っ
ている）。詳細を表 2に示した。
対象者は奥沢・東玉川ダンディーエクササイズクラ
ブの活動に最初から（1名のみ第 5回から）参加して
いる者であり，数回の欠席はあるが長期に中断するこ
となく活動を継続している。
2．生成されたカテゴリーの構成
インタビューの分析から《参加を促す要因》と《継
続を動機付ける要因》，《離脱を止める要因》の 3つの
カテゴリーが生成された。《参加を促す要因》は，3つ
のサブカテゴリーに分類された 10の概念，《継続を動
機付ける要因》は，2つのサブカテゴリーに分類され
た 4の概念，《離脱を止める要因》は 4つのサブカテゴ
リーに分類された 12の概念によって構成された。カテ
ゴリーの構成内容と概念を導いた発言の具体例，発言
者のバラエティを表 3に示した。
3．全体のストーリーライン
分析の結果，得られた全体像（ストーリーライン）
と，その関係性（図 2）を以下に示す。（《　》はカテ
ゴリー，【　】はサブカテゴリー，「　」は概念を表す。）
定年退職後の男性に《参加を促す要因》としては，
まず彼らの中に「運動して健康寿命を延ばす」，「男だ
けでフランクに付き合う場所」が欲しい，「地元の人と
仲良くしたい」さらに「自由時間を埋める」という【潜
在的に求めている】ものがある。そして「回覧板のチ
ラシを見る」とか「地元の人に『来てよ』と言われる」，
妻をはじめとする周囲の「女性たちからの勧め」など
の【身近にある誘い】を受け，その活動内容を知り「行
く気になるネーミング」や「参加費無料の気安さ」，「近
くで行き易い」といったことで【参加しやすいイメー
ジ】を抱く。これらの要因に促され参加に踏み出す。
そして実際に活動に参加し，そこでの体験が活動の
《継続を動機付ける要因》を生み出す。具体的には，「同
性同年代の動きと比較する」，「筋肉量の測定に参加す
る」により【自分の状態を客観的にみる】ことが，引
き続き活動に参加して運動を継続しようという動機に
なっている。また，参加してみたら「理屈抜きにとに
かく面白い」，「自分のためになるとわかる」という【楽
しく有意義な時間を経験する】ということも，もうひ
とつの動機になっている。
そして，《継続を動機付ける要因》が，自分自身に目
を向け，自らの体験から生み出されているのに対して，
その環境を維持するように作用するカテゴリーが抽出
された。それらは活動を継続する環境づくりを後押し
ており，調査対象者は「いろいろな会を作っても脱落
していくってわかるんですよ」と，過去の経験と比較
し，ダンディーエクササイズクラブは違うことを語っ
ていた。このことから，それらを《離脱を止める要因》
とした。《離脱を止める要因》としては，「マイペース
の促し」，「強制されない緩い雰囲気についていく」，「健
康長寿を進める理念に賛同する」，「複数の指導者がい
る」や「参加者の距離を縮める工夫」を行う【世話人
の旗振り】，そして「仕組みを理解しながら体操する」，
「ジョークと笑顔で盛りあげてくれる」という【指導者
の工夫】，「合いの手で笑いが起きる」と「隣りあわせ
た人と会話を始める」という参加者が【和気あいあい
にやる】の 3つのサブカテゴリーがある。それらの関
係は，「事務局が上手く講師と調整して」とか「先生を
盛り上げてくれる人がいて」とインタビューで述べら
れており，お互いが影響しあっていることが伺える。
さらに【和気あいあいにやる】の中の「隣りあわせた
人と会話を始める」は，「道で声をかけあう関係にな
る」，「他の活動に誘われる」，「周りの人にすすめる」
という【地域で仲間ができる】という広がりをみせる。
これらの《離脱を止める要因》の中で行われる工夫や
配慮は【楽しく有意義な時間を経験する】ことを支え
る側面も持っている。
4．カテゴリーの詳細
カテゴリーごとに，サブカテゴリーおよびそれを構
成する概念について記述する。
《参加を促す要因》は，【潜在的に求めている】【身近
にある誘い】【参加しやすいイメージ】の 3つのサブカ
テゴリーで構成される。
【潜在的に求めている】
定年退職後の生活の中で，男性たちは様々なニーズ
表 2　調査対象者の概要
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表 3　カテゴリーの構成
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を持っている。インタビューでは「テレビなんかでね，
（健康のために歩くのは）一万歩以上とかって，言われ
てますからね」と語られており，ニーズのひとつは，
昨今のメディアを通じた健康情報などにより認識され
た，健康寿命を延ばすための運動をすることである
（「運動して健康寿命を延ばす」）。二つめは，地域に数
多くある体操教室などは参加者の大半が女性であり，
男性が片隅に追いやられない場所を求めていることが
あげられる（「男だけでフランクに付き合う場所」）。さ
らに，職業生活の中で結んでいた人間関係が疎遠にな
り，地域の中で新しい友人を作り，地域の人々と仲良
くしながら過ごしていきたいという思い（「地元の人と
仲良くしたい」）や，圧倒的に増えた予定のない時間を
コントロールしようとするものも存在している（「自由
時間を埋める」）。
【身近にある誘い】
多くの参加者は町会の回覧板に挟まれていたチラシ
を見ている（「回覧板のチラシを見る」）。また，町内の
何かの集まりに参加した時などに，クラブの活動を紹
介され参加を促されることもあり，その時の「ちょっ
と今度来てよ」という誘いを少しうれしく感じている
（「地元の人に『来てよ』と言われる」）。そして，妻か
ら勧められている人もいる。この妻の勧めは外に出る
ことを強制するニュアンスはなく，夫は妻が健康を気
遣っていると感じ，きっかけを与えてくれたことに感
謝している。この妻からの勧めの背景には，この地域
の女性たちが培ってきたネットワークがあり，家族の
健康を維持するための取り組みや情報交換を自ら行っ
てきた女性たちが協力しあい，それぞれの夫の参加を
促しあってもいることも含まれている（「女性たちから
の勧め」）。
【参加しやすいイメージ】
参加のきっかけとして，クラブを紹介され，その活
動に興味を惹かれる。まず，ダンディーエクササイズ
クラブというネーミングで，男性が対象の活動である
ことを理解するとともに，暑苦しさのない洒落たネー
ミングだと感じる（「行く気になるネーミング」）。そし
て，身近な所で開催されるのならちょっと参加してみ
図 2　男性エクササイズクラブの活動に参加継続する要因とプロセス
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ようかと考える（「近くで行き易い」）。さらに，参加費
無料であることも，営利目的とはちがう，地域で気楽
に参加できる活動として認識される（「参加費無料の気
安さ」）。
《継続を動機付ける要因》には，【自分の状態を客観
的にみる】【楽しく有意義な時間を経験する】という 2
つのサブカテゴリーが存在する。
【自分の状態を客観的にみる】
参加者の年齢に制限はないが，定年退職後の同年代
の人が多く参加している。そこでは同じ世代の男性の
姿を見ることができ，加齢に伴い筋力や柔軟性が低下
してきていることに客観的に向き合ったり，逆に同性
同年代であっても若さを保っている人を見て，自分も
頑張ろうと考えることができる。年相応の衰えに対す
る受容も，若さを保持している人への競争心も，同年
代のなかで気楽に語ることができる場になっている
（「同性同年代の動きと比較する」）。また地域の医療機
関の協力を得て，筋力量の測定などが一緒に行われる
際には参加者が増加する。これも自身の状態を客観的
に確認することに繋がっている（「筋肉量の測定に参加
する」）。
【楽しく有意義な時間を経験する】
参加者の多くがインタビューの中で，エクササイズ
クラブを面白いところだと回答していた。参加してみ
たら，シンプルに面白い（「理屈抜きにとにかく面白
い」），そしてみんながハッピーに過ごしている場所だ
と感じ，さらに，この活動が自分自身の健康に役に立
つということがわかり（「自分のためになるとわか
る」），それらのことから，また次回も参加しようとい
う意識が生まれる。
《離脱を止める要因》には，【世話人の旗振り】と【指
導者の工夫】，参加者が【和気あいあいにやる】という
影響しあう 3つのサブカテゴリーと，そこから派生す
る【地域に仲間ができる】がある。
【世話人の旗振り】
世話人たちは，男性たちが参加しやすい体制づくり
を行っている。マイペースで運動すれば良いことを毎
回参加者に話し，同時にそれを指導者にも依頼するこ
とで，安全かつ気楽に参加できる環境をつくり（「マイ
ペースの促し」），服装や持ち物，出欠連絡などのルー
ルは極力定めず，男性たちが束縛されない自由な雰囲
気を感じられるようにしている（「強制されない緩い雰
囲気についていく」）。そして，会の理念や意義はきち
んと説明しており，それが活動を継続させる後押しの
ひとつになっている（「健康長寿をすすめる理念に賛同
する」）。また，体操の指導は複数の指導者に依頼して
おり，その指導者の違いが参加者を飽きさせないでい
る（「複数の指導者がいる」）。さらに，参加者同士がよ
り親しくなる工夫として，お互いの名前を憶えられる
ように名札を用意したり，体操以外でも親睦が図れる
ように，茶話会や飲み会を催し，そこでお互いの自己
紹介や特技を披露する機会としている（「参加者の距離
を縮める工夫」）。
【指導者の工夫】
体操は，単に身体を動かすだけではなく，筋肉や骨
の名称や構造などの講義を付け加えながら行われてお
り，それが男性たちの知識欲を満たし，歩行姿勢の改
善などにもつながっている（「仕組みを理解しながら体
操する」）。また参加者と指導者のジョークのやり取り
は，全体の笑いを誘い，親密で楽しい雰囲気を醸し出
している（「ジョークと笑顔で盛りあげてくれる」）。
【和気あいあいにやる】
世話人の気配りや指導者のジョークに応え，参加者
の側からも，積極的に合いの手を入れ，場の雰囲気を
盛り上げていく（「合いの手で笑いが起きる」）。そし
て，その和やかな空気は休憩時間にも継続していき，
隣り合わせた人と自然に会話を交わすようになる（「隣
あわせた人と会話を始める」）。
【地域で仲間ができる】
開始前や休憩時間に「隣り合わせた人と会話を始め
る」ようになると，以前は近所の路上であったときも，
なんとなく見たことがある人だという程度の認識で，
無言ですれ違っていた関係が，親しげに挨拶を交わす
ように変化する（「道で声をかけあう関係になる」）。さ
らに，体操や健康以外の話も交わされるようになり，
地域内の社会貢献活動や，他のサークル活動に誘われ
るということも生まれる（「他の活動に誘われる」）。ま
た，クラブで行っている体操が健康寿命を延ばすこと
を家族や知人にも伝え，運動不足であったり，引きこ
もり気味であったりする人を見つけると，エクササイ
ズクラブに参加するように勧めることもある（「周りの
人にすすめる」）。
Ⅳ．ま と め
インタビュー調査から参加・継続するプロセスを明
らかにした結果，定年退職後男性の健康づくりをテー
マとした地域活動への参加・継続を促進する要因とし
て，以下の 4つが示唆された。
1．女性たちの連携が，男性たちの活動参加を後押し
する
本研究では男性の地域活動参加に，もともと地域で
繋がっていた女性達の連携が効果的に働いていること
が語られた。地域の女性たちにとって，男性たちが定
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年退職後にどのように過ごしていくのかは共通の関心
事であり，家の中に閉じこもることなく地域の中で新
たな居場所を得て健康を維持してほしいと願ってい
た。本事例の地域では，その思いを女性たちが持って
いるネットワークを使って実現化していた。例えば，
一人の男性が定年退職を迎える時期であることがわか
ると，町内会等のつながりにより，妻にエクササイズ
クラブ等の情報が提供され，それを持ち帰った妻が夫
に参加を促したことが参加のきっかけになるという話
が複数述べられた。エクササイズクラブは参加者も運
営者も男性のグループ活動ではあるが，表に出てこな
い女性たちの連携がそれを支えていた。男性退職者の
コミュニティ活動に関する先行研究では，参加のプロ
セスにおいて妻らの役割が大きいことが見出されてい
る 5）。本研究においても「妻」と「妻のネットワーク」
の影響があることが語られており，男性の地域活動を
促進するためには，男性へのアプローチだけではなく，
女性の後押しする力を活用することの有効性が示唆さ
れた。本研究の対象地域は，昭和 20年代に婦人会が誕
生し，消費者運動や住民主体の子育て支援が行われて
きており，女性たちの活動が活発な場所である 17)18)。そ
のような基盤があったからこそ，図 1に示したように
一定数の参加者を得て，エクササイズクラブの活動を
軌道にのせられたのだと見ることもできる。しかしな
がら，地域内に女性のネットワークが存在するのは特
別なことではない。住宅地域の差異に関わらず，女性
が多面的なネットワークをもつことは，先行研究でも
明らかになっている 19)20)。地域によってネットワーク
の濃淡の違いはあるにしろ，地域に存在している女性
のネットワークの活用は，特殊な地域の例としてでは
なく一般的に有効な手段として考えるべきであろう。
2．同年代の男性同士の活動であることが，運動継続
の動機づけになる
同性同年代の中での活動が自身を客観視し，筋力等
の維持向上のために継続して運動することにつながっ
ていた。つまり，同年代の活動なので，加齢にともな
う柔軟性の減少や姿勢の変化を他者の動きを見ること
で理解することができる，そして，難しい運動を課せ
られたときには，それができないことを笑いにしなが
ら，ともに年を重ねる同年代の連帯感を深めていた。
しかしながら一方では，同年代にも拘らず，柔軟性や
筋力が勝る人を見て，負けられないという思いも生じ，
運動を継続する動機にもなっていた。介護予防教室な
どの参加者の多くが女性であるというデータ 21)があ
るが，インタビューにおいてもスポーツクラブや他の
健康教室での経験が「女性が多いんです，女性が 7，8
割ぐらいじゃないですか」と語られていた。その中に
少数の男性が参加していても，女性と比較して頑張る
という意識は生まれにくい。現に参加者の語りには「女
性と比較したっていうのもあるだろうし…」とか「（女
性に）もう今更，弱みをみせられないみたいな」とい
うような，少数派の男性たちが，そもそも女性とは身
体のつくりが異なるので比較しても仕方ないと考え，
さらに女性に対する照れや弱みを見せたくないという
思いも働いていたことが表れていた。要支援認定を受
けた高齢男性の研究では「同年代・年配者と過ごすこ
とで得られる安心感」があるという知見が示されてい
る 22)。比較的元気な高齢男性のエクササイズクラブに
おいても，同年代の男性の活動であることが安心感を
生んでいると考えられる。そしてその中で，抵抗なく
加齢の影響を語り合い，客観的に自分自身の状態を理
解し，さらに運動を継続しなければならないという意
識を生んでいると推察される。
さらに安心感のある環境は，ネットワーク構築への
効果も期待できる。高齢者の社会的ネットワークは，
情動的な満足を優先させたネットワークが求められる
ことが，社会情動的選択制理論 23)により明らかになっ
ている。また，高齢者にとって，長年住んでいること
で形成された近隣との関係性は，生活の快適さや健康
に影響を持っていることも指摘されている 24)。ネット
ワークの弱体化が指摘されている高齢男性 25)26)にとっ
て，ダンディーエクササイズクラブのように地域で形
成され，情動的な満足を得られる活動は，参加しやす
いばかりではなく，自身のQOLを向上させる地域ネッ
トワークの構築への礎にもなり得る。
3．活動の意義は明確であるが，束縛はしない組織で
ある
先行研究では「目的が明確な活動に参加する傾向が
ある 7)」」ことを指摘するものと，「達成するべき目的
がなく，自己裁量にまかされている自由さ 3)」を継続
要因として挙げるものがある。本研究では両方の要素
が抽出されたが，これらは組織としての目的や，体操
の効用は明確に説明されることを求めつつも，個々人
の目標は，強制されることなくマイペースで参加でき
る状態を心地良いと感じているもので，両方が存在す
ることに矛盾はない。近隣で気楽に参加できる活動で
あることが大きな魅力であるので，できる限り決まり
事を作らず，束縛感のない組織づくりをすることが成
功への糸口であると考えられる。ある参加者は，「いく
ら身体に良いからとか，無料だからと言われても，や
らされている感じのあるものにはついていけない」と
語っていた。参加者それぞれが漠然と自分なりの参加
メリットを感じながら集っているのだと考えられる。
しかしながら，一方では医療費削減の先駆けとなる
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というような意義には強く共感し，理念をもって会を
引っ張っていく人に是非協力したいという思いも抱い
ていた。平野らは要支援男性高齢者は社会活動に関す
る興味，関心，参加意義をもち，自身の目的を明確に
有していると述べている 19)。本研究の参加者たちの社
会的意義を重視する発言も，自分自身の価値基準と照
らし合わせて，有用であることを重視しているが故の
ものだと思われる。そこに着目すれば，単におしゃべ
りをしながら交流する「茶話会」のような集いでは，
高齢男性が集まらない 27)ことも理解できる。
また，先行研究では地域活動組織において，サポー
ターと一般参加者を比較し，一般参加者の気持ちの充
実は，自己の成果に向いていることを報告している 28)。
しかし本研究では，世話役以外の参加者も社会的意義
に言及しており，先行研究とは一致しない部分も見ら
れた。役割の有無にかかわらず，社会的意義が参加者
に影響を与えるのだとすれば，活動が（自己の健康づ
くりに留まらず）社会的意義も持つことを伝えること
も，定年退職後男性を地域の健康づくり活動に誘う方
策のひとつになるのではないだろうか。
4．理論的な解説を受けることで納得し，活動を継続
する
ダンディーエクササイズクラブでは，複数の指導者
が交替で指導を担当している。指導者の資格は理学療
法士であったり，運動指導員であったりと多様である
が，いずれもその時行う体操が，どのような効果をも
たらすのかを解説していた。参加者たちは，その解説
を面白いと評価し知識欲が満たされると感じていた。
例えば，理学療法士の指導者がホワイトボードに体の
仕組みを図示し，転倒予防に何をするべきかを説明す
ることに対して参加者の一人は「納得すると，よくや
るんですよね」と感想を述べていた（図 3）。そして理
論的な解説があると興味を惹かれて長続きすること
を，「男は，そういうねえ，理屈っぽいんだよね」と表
現し，女性の活動とは違う男性の傾向だという認識を
示していた。
また同じ転倒予防の効果をもつ体操であっても，複
数の指導者がいることでバリエーション（小道具を
使ったり，フォークダンス的に行われたりすることも
ある）ができ，飽きずに続けられていることに複数が
言及していた（図 4）。それらから参加者のニーズに合
わせた内容を構築することができる指導者が求められ
ていることが推察できる。しかし，マンネリ化しない
指導を求めるのは女性も同様であるかもしれない。和
は，現在の高齢男性たちを，会社人間であり，会社や
家族への「義務感」や「責任感」を強固にもっていた
世代と位置付け，行政に頼るのではなく自己責任の健
康づくりを行っていることを論じている 29)。また，男
性高齢者は仕事を通じて形成してきた自己像が，老後
の生き方にも反映することを示した研究 30)もある。高
齢者の運動指導については，行動科学理論に基づいた
プログラム 31)や，自分の身体の状態に気づかせるこ
と 32)が効果的であることが見出だされているが，心理
社会的背景が配慮されていないという指摘もある 33)。
健康づくりの地域活動という場で，高齢男性に対して
有効な指導法を見つけ出すためには，参加者たちのラ
イフヒストリーやそこで培われた規範等を視野に入れ
ながら，女性とは違う男性のニーズが何であるのかを
さらに見極めていく必要がある。
定年退職後男性の健康づくりをテーマとした地域活
動への参加・継続を促進するための要因として，「女性
たちの連携」「同年代の男性同士の安心感」の活用，「意
義のある自由な組織」や「男性のニーズにあった指導」
の展開という要因が抽出された。これらの 4つの要因
を意識して活動の周知，運営を行なうことが，定年退
職男性を健康づくりを目的とした地域活動に参加・継
続させるために有効であると考えられる。
図 3　活動風景①
図 4　活動風景②
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Ⅴ．本研究の課題
本研究の研究対象地域はソーシャル・キャピタルの
豊富な地域であり 34)，そのことが活動の参加に影響を
与えていることも考えられる。今後は他の地域活動事
例をもとに，地域特性等の違いによって抽出される参
加促進要因や，運動をする環境や経験の違いが及ぼす
影響を検証していくことが必要である。また，対象事
例は活動開始から約 2年であり，活動から定着までの
プロセスにとどまっている可能性もある。したがって，
さらに長期的な活動の継続要因の分析も課題として残
されている。
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